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山路
· 2日目。今日のフィールドワークを実施する。
蔵治
· FW楽しみにしています。暑いですがよろしくお願いします。
石原
· 今日説明いただく鈴村さんです。よろしくお願いします。
· ここから車を乗り合わせて、中野方ダムに行く。その後、旧蛭川村、分水嶺まで上がって、そこで森林整備の現場を見て、そこの現場で説明いただいて、下りてきて、木の駅プロジェクトの現場に行き、またご説明いただく。

■０１_中野方ダム
鈴村
· 中野方の水がめになっているので、このダムはなんとか大切にしたい。
· ごらんのように中野方は人工林ばかり。50～60年生の人工林ばかり。
· 今、間伐をはじめている。今年で3シーズン目になる。
· 次に見に行っていただく、水源地の上方になるが、なぜそこで始めたかというと、企業のコカ・コーラさんが、企業のCSRの一環として山づくり、要は木曽川で取水をして東海工場で使っているということ。それから、木曽川の支流である中野方川を大切にして、きれいにしたいという思いがあって、2012年に「森に学ぼう」という、コカ・コーラさんが愛知県の人を連れて遊びに来るというイベントがあった。その中に、たまたま東京から部長さんがみえて、「山づくりを一緒にはじめませんか」ということで、私も半分冗談で言ったのだが、それを考えていただいて、2013年から。本来は、企業の森というのは、企業がCSRの一環として県に働きかけて、どこか森林組合がないですかというものが多い。中野方の場合は逆で、企業と地元がくっついて始めた。もう少し重みを、箔を付けなければということで、市と県にも入っていただいて、協定書を結んで、2013年からやっている。2020年に一度終わったのだが、10年ごとだったのだが、山づくりの10年というのは、我々もいつまでの山に入れないということで、5年にしていただきたいという申し出をした。山づくりだからこそ長くやりたいと。そういった思いがあって、コカ・コーラさんとずっとつきあいをしている。
· 基金は200万円。いろいろ調べたが、やはり安い。安いが、そういった気持ちを、企業と地元の気持ちを大事にして、なんとかきれいな山づくりをしていきたいと。2013年から2020年までは、恵那市の坂折棚田というのがあって、その上のほうで、やらさせていただいた。企業が喜ぶのは、名前が入っているということなので、坂折棚田のロケーションで、フィールドでやろうということで、7年ばかりそこでやって、山づくりを行った。その時に約140haくらいやった。その山づくりというのは、我々は9月に募集をする。募集をかけて。私は今、杣組なのだが、杣組は10人くらいしかいないが、杣組がリーダーとなって、班を構成して山に入ると。毎年5月ごろに応募をかけると、30名くらい来る。リピーターの方もいるし、新しい方もいる。それをうまく調整しながら、だいたい1日に６名のあれを作って、２名のリーダーを付けて、山に入ってやっていく。これからその山を見に行ってもらうが、そういう形でやっている。一応、その200万円の中から、奨学資金と言っているが、1時間1000円、だいたい6時間やっているので6000円ということで奨学金を払っている。それで「チェーンソーを買ったり、山の道具を買ったりということにしてください」ということでやっている。県外からもくる。火木土とやる日は決めているが、日曜日もやりたいという人が増えたので、今年からは火木土日とやっていきたいと思っている。ただ、危険がつきものなので、それがいちばん怖いということで、慌てないようにと。山の作業は、本来は一人で切っていくのだが、その時は3人体制でやっている。大分みなさんも慣れてきて、さきほどの6000円でチェーンソーを買ったりという状態になってきて、けっこうその日以外でも自分の山に入ったり、よその山もやるという状態になってきている。我々はそれがねらいだったので、いい形に中野方はなってきていると思う。
· 切った木は、運び出せるところは運び出している。それは木の駅にもつながる。奥の方、手間のかかるところはそういうことはしないが、今のところは道路筋ということなので、現場に行ってもらえばわかるが、まず木は残っていない。
清水
· 愛知県の幸田町というところにいる。ダムで水上ソーラーの計画が持ち上がっている。すでに設置されたところもある。そういうことはないか？
鈴村
· 中野方ではない。

■02_森林整備箇所
鈴村
· ここが、2020年からやっている現場になる。そこが分水嶺。
· 素人ばかりなので、木を出すということで、年間作業量というのはあまり進まない。本来は年間20haくらいやる計画。我々の思いは、ナタとノコギリを腰に付けて山に入ればそれが山づくりという思い。企業さんの方も、遊びで山に入って、木を倒すという、そういった経験もしている。ほとんどを出している。間伐なので、材はチップとしている。木の駅はこの後みてもらうが、みなさんにここで作業してもらって、材を出して、出した分は、出た日数の案分で配るということにしている。それこそ、チェーンソーを買ってもらったりとか、そういったことをやっている。
· これで2年が終わったところだが、また10月から3年目に入る。まだこれだけしかできていないが、みんなが技術を会得すればよいという感じでやっている。
· ここで火を焚いて、冬なので、11月から3月くらいまで、ここで火を焚いて弁当を食べるという。
洲崎
· 前は中野方だけでやっていた？
鈴村
· 木の駅は中野方だけ。木の駅の発祥の地は中野方。2009年からずっと続いている。だいたい年間400ｔ木材をチップに出す。今はチップだけ。チップが一番規格が甘いというか、出せばモリ券に代わるということで。広葉樹は別の所に積んで、焚き物にするとか、そういうことにしている。こちらは針葉樹が多いので、ほとんどがチップとなる。それが、たぶん紙の原料になる。一部、チップ屋さんは、発電所にも出す。
· 今、中野方は、中野方町・笠置町・飯地町の３町でつくっている。木の駅を立ち上げた時に、中学校区で１つくらいがよいのではないかということで、中学校はその３町で１つしかないので、その通りで動いている。前は、それこそ賀茂郡のほうからとか、木の駅へ持ち込みがあったが、市の助成金をもらえるようになったということで、それはちょっとダメだと。１ｔあたり6000円で買い上げをしているが、その中の3000円はチップのほうからもらう。後の3000円は、県の森林環境税と恵那市から1500円ずつ。行政の方は、「この補助金はいつまで続くかわからんよ」ということを言っているが、我々は、「緑のダムをつくる」というそういった思いなので、市の方には「補助金を使うだけではない。ダムをつくっているのだ」というようなことで働きかけをしている。行政の方は「いつまで続くかはわからんよ」と言っている。
· 木の駅は個人の人でもよい。だいたい70名が入っている。全部が全部間伐している、木を切っているというわけではなくて、だいたい一月に5名くらいの人が出している。中野方は休みなしでずっとやっているので。
· 今度、240haくらいを協定書でやるということにしている。それについては、全部の人に許可というか、承諾書をもらった。今まで棚田の方でやっていたので、みんなけっこう知っており、信頼関係でやっている。
· 木はだいたい60年くらい。60年くらい前に植林したという話しを聞いている。どういうわけかあまり大きくなっていないが、60年。水が出るようなところにはスギが植えてある。
· 水源地なので、行政の方に買い取ってもらうよう恵那市に働きかけをしている。山主さんは山にそんなに興味がある人ではないので、たぶん手放すとは思う。管理は我々でしますよということで働きかけはしている。
蔵治
· 水源地は市町村が買い上げるという流れになりつつある。
鈴村
· この前も、市長さんにここを見ていただいた。棚田の上のほうにもちょうど湿地帯があって、水源地があったのだが、5年くらい前に「そこを買ってください」と原田さんらといっしょに見に行ったのだが、登記が難しいということで棚上げになってしまった。
清水
· 材を出す時は手で運ぶのか？
鈴村
· グラップルで。頭が道路まで届けば引っ張り出せるので。グラップルというのもコカ・コーラの「いろはす」の事業があって、「いろはす」を飲んだ分だけのあれは行政に払い戻すというもの。このごろは、山づくりをやっている団体に払いますという。それを使ってミニバック？とグラップルを付けて買った。
· そこに作業道が見えるが、これはまた違う組織が、自伐林家をつくるということでやっている。

■04_木の駅プロジェクト
鈴村
· 前輪を計って、後輪を計る。足したものをここに記入する。車の重量は車検証で。運転手は下りてくださいよと。チェーンソーとかの道具も降ろして。重量でやるのだが、チップ屋さんも向こうで計る。ここで計って、木の駅に置いておくと水分が飛んでしまうので。だから、ここで計ったら、なるべく早くチップ屋に持っていく。2割くらい差が出た時もある。材は、ここからもう少し上のところに置いておく。１ｔあたり6000円。最初は嵩でやっていたが、計る方も大変だし、集計するのも大変。
近藤
· エリアの設定は大事だと思う。これが、例えば岐阜県ぜんぶOKとかなっていったら、たぶんできなかったと思う。
佐藤
· 例えば、中野方はうす状になっているから、地形的にも見えるし、それが多分一体感があるだろうし、まちづくりの関係の人は言われる。それが、「自分たちの地域は汚せないよね」という感覚がとどくちょうどよいエリアないかなと思う。車の中で、広域市町村合併の話しが出て、村とかのほうが、特に根羽村とか合併せずにがんばってこられた。だから、あれだけのまとまった動きができているのかと思う。そういう、あまり広げないというか、自分たちの地域は自分たちで維持して、その恩恵を受けてやっていくんだという肌感覚というか。そこが広がってしまうと、そういう感覚にならないかと。顔の見えるつきあいとか、地域の寄り合いとかができるような関係、集落の範囲とかが大事なのかと思う。
近藤
· 「顔が見える」というのはすごく大事かと思う。今思ったのは、町の中のごみ集積場の問題で、顔が見えないこと。住んでいる人によって散乱したりというのは、「見えない」というところが大きいと思う。
佐藤
· 今回、矢作川流域圏懇談会の見学。矢作川流域圏はかなり広い感覚でみないといけないので、我々としても感覚が届かないところがあるかなと。逆に勉強になる。川部会の方や海部会の方とかの話など、いろいろ勉強になる。
鈴村
· 中野方もこれほど山に興味があったわけではない。やはり、木の駅をきっかけに興味を持ちだしたと思っている。要は、「山に入りたいけど、金にもならん、何にもならんでまだ入らないよ」という、そういう人が多くて。晩酌代くらいになれば、「山に入って、自分の山を整備しよう」という人が多くなった。木の駅をつくった時に、日本中から月に2～3組くらいの？？があった。それほどみんな、「山を抱えて、どうしたらいいかわからん」という人たちが多いなあと思った。
洲崎
· 地域通貨というのがいい。ここにお金が落ちるので。
鈴村
· あまり高い、チェーンソーとか、そういうのは契約しないようにとは思っていたが、やはり、チェーン買ったり、オイル買ったりということで、笠置町の店を最近入れた。あまり高額なものを買うと、そこで終わってしまうと。なるべく笠周の店を使ってもらえればいいなと思って。4-5年前にモリ券を置いていた店が1軒なくなってしまって、その時、杣組でそれを借りて、そこで店をやりながらというのも考えた。
· 加盟店からモリ券を回収して、店にはATMで振り込んでいる。手数料とられないので。回収は、ここへ事務局が来て、このノートを持っていって、モリ券に替える。それが、だいたい月の初めに替えて。
鈴村
· Ｃ材だけで年間400ｔ。それが、1度200ｔくらいになった時があった。
· 今はあまり置いていない。水分が飛ぶといけないということで、なるべく早く出していく。
鈴村
· ダムの堰堤を造る時の残土をここに持ってきて。ここも財産区の土地。これが一面。もう一つ上に一面ある。もう一面小さいのがあり、三面ある。
· 棚田でお祭りがあると、ここが駐車場になる。棚田は土地が狭いので、ここからシャトルバスで行く。350枚くらいの棚田がある。お祭りは3年くらいできていないが。

■０６恵那市中野方コミュニティセンター
鈴村
· みなさんお疲れさまでした。
· 配ったパンフの説明。一つは棚田のガイドブック。
· もう一つは、私の「銀もくせい」の暮らしのパンフ。ちょうどコロナがはじめる前に、5軒の人たちで何とかやっている。5軒あると、ちょっとした修学旅行なんかも対応できる。40名くらいは泊まれる。8000円。飲み物別で。
蔵治
· ここには何度か来たことがあって、関心の高い地域であると。今回来てみて、それが着実に継続されていることがわかった。森づくりは長期にわたるものなので、継続できるかどうかが重要なのだが、そこをすごくやっていらっしゃる。
· 恵那は、昨年飯地町に来て、ソーラパネルの話しをしてもたった。いろいろ学びながら、下流と中流、上流が連携していけるようないろんな取り組み、アイデアを考えていければと思う。
山路
· これにてFWを終了する。
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